
三重県菰野町

災害時における　相互応援協定を結ぶ

　東海村は、平成24年１月

害時における相互応援協定

　この協定は、地震や豪雨な

した際に、飲料水や食料、生

･ボランティアの派遣、高齢

者を中心とした避難者の受

町村における災害時の応急

的として結ばれています。

浅
野
選
手
が
東
海
村
役
場
を
訪
問

　

３
月
６
日
、
三

重
県
菰
野
町
出
身

の
サ
ッ
カ
ー
選
手
、

浅
野
雄
也
さ
ん（
水

戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
所
属
）が
、
東
海

村
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

浅
野
選
手　

東
海
村
に
来
た
の
は
初
め

て
で
す
。「
村
」だ
か
ら
、
小
さ
い
ま
ち

な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
モ
ゾ

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
い
て
面
白
い
で
す
ね
。

山
田
村
長　
「
村
」で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

村
内
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
市
で
仕
事

を
し
て
い
る
人
も
住
ん
で
い
て
、
人
口

は
３
万
８
０
０
０
人
く
ら
い
。
世
帯
数

も
多
い
ん
で
す
。

浅
野
選
手　

人
口
は
菰
野
町
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
東
海
村
と
菰

野
町
と
の
つ
な
が
り
を
知
り
、
水
戸
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
で
プ
レ
ー
す
る
の
も
、
何

か
の
縁
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田
村
長　

地
元
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
、

菰
野
町
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
ま
す

が
、
私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
最
近
の
調
子
は
ど
う
で
す
か
。

浅
野
選
手　

今
の
と
こ
ろ
は
順
調
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、
も
っ

と
試
合
に
出
て
貢
献
し
た
い
で
す
。

山
田
村
長　

大
き
な
戦
力
な
の
で
、
ケ
ガ

だ
け
は
し
な
い
で
、
得
点
が
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

浅
野
選
手　

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
り
ま
す
！

（
一
部
抜
粋
）

　

そ
の
後
も
、
時
折
笑
い
に
包
ま
れ
た
温

か
い
雰
囲
気
の
中
、
対
談
が
進
み
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
で
は
、「
い
い
顔
し
て
写
り
ま

す
！
」と
話
し
て

場
を
和
ま
せ
、

ム
ー
ド
メ
ー
カ

ー
と
し
て
の
一
面

を
の
ぞ
か
せ
た

浅
野
選
手
。
山

田
村
長
に
今
後

の
活
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

水戸ホーリーホック
MF　浅野 雄也 選手

浅野雄也選手 PROFILE
1997年 ２ 月17日 生 ま れ。
三重県菰野町出身。
大 阪 体 育 大 学 を 卒 業 後、
2019シーズンより、J２水
戸ホーリーホックに加入。
ポジションはMF（ミッド
フィルダー）。日本代表の
浅野拓磨選手を兄に持つ。

25日に三重県菰
こものちょう

野町と災

を結びました。

どによる大規模災害が発生

活必需物資の供給や、職員

者や障がい者などの要支援

け入れなどを行うことで、

急体制の強化を図ることを

で
は
、
平
成
24
年
１
月
25
日
に
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
以
来
、
三
重
県

菰こ
も
の
ち
ょ
う

野
町
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
菰
野
町
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
、

同
町
出
身
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
あ
る
浅
野
雄
也
さ
ん
と
山
田
村
長
に
よ
る
対
談
が
実
現
し
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
対
談
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

村
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災害時における　相互応援協定を結ぶ

東海村

　東海村は、平成24年１月

害時における相互応援協定

　この協定は、地震や豪雨な

した際に、飲料水や食料、生

･ボランティアの派遣、高齢

者を中心とした避難者の受

町村における災害時の応急

的として結ばれています。

浅
野
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
浅
野
選
手
か
ら
見
て
、
菰
野
町
は
ど
ん
な

ま
ち
で
す
か

　

絵
に
描
い
た
よ
う
な
田
舎
で
、
い
い
人

ば
か
り
で
す
。
菰
野
町
に
も
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

―「
東
海
村
の
日
」に
先
立
ち
、
村
民
の
皆
さ

ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
自
分
の
た
め
と
い

う
よ
り
も〝
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
〟と
い
う
思
い
で
プ
レ
ー
し
て
き
ま
し

た
。
自
分
の
武
器
は
ス
ピ
ー
ド
と
突
破

力
な
の
で
、
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を
運

ん
で
も
ら
い
、
自
分
の
プ
レ
ー
を
見
て
ほ

し
い
で
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
も
個
人
と
し

て
も
、
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
こ
の

１
年
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

夢
は〝
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に
な
る
こ

と
〟で
、「
兄
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

東海村

５
月
19
日（
日
）は「
東
海
村
の
日
」

　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
で
あ
る
東
海
村
。
年
に
１
度
の「
東

海
村
の
日
」は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

の
試
合
を
無
料
で
観
戦
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
対
柏
レ
イ
ソ
ル
戦
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
三
重
県
菰
野
町
出

身
の
浅
野
選
手
を
間
近
で
応
援
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
５
月
19
日（
日
）

時
間
▼
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

場
所
▼
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
水

戸（
水
戸
市
小
吹
町
２
０
５
８
︲
１
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
学
の
方

入
場
方
法
▼
当
日
、
ス
タ
ジ
ア
ム
正
面
玄

関
付
近
の
特
設
ブ
ー
ス
で「
入
場
券
」を

配
布
し
ま
す
。
村
内
在
住
ま
た
は
在
学

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の（
免

許
証
な
ど
）を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
国
体･

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
２
０
２
１
）

東海村長   山田 修 

着
て
プ
レ
ー
す
る
姿
を
、
親
に
見
て
も

ら
い
た
い
」と
語
っ
た
浅
野
選
手
。

　

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
菰

野
町
出
身
の
若
い
世
代
の
活
躍
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

水戸ホーリーホックの練習拠点「アツマー
レ」（城里町）へ応援に駆け付けた山田村長･
石原前菰野町長らと話す浅野選手

（H31年２月27日撮影）

　三重県の北勢部、鈴鹿山脈
の東山麓に位置している。人
口はおよそ４万人（平成31年３
月31日 現 在 で ４ 万1,738人）。
御在所岳の標高1004メートル
に建つ「御在所ロープウェイ６
号鉄橋」は、高さ61メートル、
日本一の規模を誇る。

三重県菰野町
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